
      まちだ史考会  

第 73回 講 演 会のお知らせ 

 

演 題 ： 『八王子の草莽
そ う も う

～小仏関所番 

落合家の活動と思想～』 
講 師 ：  加藤 典子 先生 八王子市郷土資料館・学芸員 

 

日 時 ： ２０１８年１２月８日（土）14 時～16 時 

場 所 ： 町田市民フォーラム・3 階ホール 

内 容 ： 八王子の小仏関所番・落合家に生れた直亮・直澄・直言の 

兄弟は幕末から明治初年にかけて三者三様のかたちで国事活 

動にかかわった。本講演では、彼らの具体的な活動と思想を、 

かかわりの深かった同志や国学者との交流から明らかにする 

とともに、彼らの生涯を通して激動の幕末維新期を紐解く。 

   
〔経 歴〕  ・1988 年 東京都生れ  ・2010 年 青山学院大学文学部史学科 卒業 

・2010 年 青山学院大学大学院文学研究科史学専攻博士前期課程 入学 

・2011 年 八王子市郷土資料館学芸員（嘱託）勤務 現在に至る 

・2012 年 青山学院大学大学院文学研究科史学専攻博士前期課程 修了 

・2018 年 青山学院大学大学院文学研究科史学専攻博士後期課程 満期退学 

〔専 門〕 日本近代史 

〔主な論文〕 

① 「『新論』受容からみる幕末期思想の諸相―吉田松陰と真木和泉を事例にー」 

（日本歴史学会『日本歴史』平成 29 年 6 月号） 

② 「国学者落合直澄と三大考論争」日本評論社『法律時報』（「史科の窓」平成 30 年 4 月号) 

③  八王子市市史編纂委員会編『新八王子市史』通史編四近世（下）八王子市、平成 29 年 

④  [幕末期駒木野における学習環境の構築―国学者落合直澄の思想形成を中心にー」 

（『八王子市郷土資料館研究紀要第 28 号』平成 28 年 3 月 25 日） 

⑤ 「千人頭・志村一家の静岡移住と士族精神―明治初年の長男太郎の奉職活動を中心に」                

（『八王子市郷土資料館研究紀要第 25 号』平成 25 年 1 月 16 日） 

 

 参加費 ：500 円（一般） 

当日先着順（188 名） 

 

主 催 ：まちだ史考会 

      会 長  井 上  進 

   ＜連絡先＞ 磯 見 736-8331 

稲 葉 723-5358 
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